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論文内容の要旨









反強磁性体を電子スピン共鳴 (ES R) の方法で研究すると、反強磁性転移を示すネール温度 TN
の近傍において ESR の線幅に異常がわきることは古くから知られている。しかし近年、これに加え
てわずかながら、 g-値も異常をおこすことが知られるようになり、とくに l 次元、あるいは 2 次元反
強磁性体のような、いわゆる低次元磁性体においてかなり大きい g シフトを示すことが明らかとなっ
てきた。しかし、その原因についてはあまりはっきりした理由づけのないまま今日に至っている。




Fisher の開発した古典スピンモデルによるスピン相関を計算し、これから g シフトを導き出す公式を
導き出すことに成功した。そして、これを実験結果と比較して非常によい一致を示すことを確認した。
この方法を用いて、もう一つの 1 次元反強磁性体である TMMC についてもやはり良い一致が得られ
ることを認めている。
この研究の結果、低次元磁性体の g シフトの問題は、ほぼ結着がついたと言える。したがって、こ
の成果は理学博士の学位論文として十分な価値があるものと認められる。
- 92 -
